
群馬工業高等専門学校　2010 年度シラバス　8507620005JJ/20101207

( 科目コード：8507620005JJ)

【改訂】第 3 版（2010-03-08）
【科目】[ 情報工学特論 III]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・5 年次
【担当教員】

櫻井 治男

【授業目標・教育方針】
・オートマトンとは，ある入力に対し，その処理を決められた手順で実行し，出力するシステムをモデル化したもの
である。そのモデルには，有限オートマトン，プッシュダウンオートマトン，線形拘束オートマトンなどがある。最
後者は実在のコンピュータのモデルと言える。
・有限オートマトンは，４年次のシステムプログラム（コンパイラ）で，字句解析の基礎として学んだが，基本事項
を再学習する。４年次のコンパイラでは，オートマトンから離れて 下降型構文解析法について学んだが，本講義で
は，プッシュダウンオートマトンの応用として，上昇型構文解析法を含めて学ぶ。さらに，文脈依存言語（自然言語）
を学習するうえでの基礎として，線形拘束オートマトンについて学ぶ。
・本講義で取り上げるオートマトンは，情報工学の分野で基本的な素養という位置を占めるものである。形式言語の
分野以外でも，順序回路，アルゴリズムなど計算機科学のハードウェア／ソフトウェアの多くの分野に関連する。最
近では，組込みソフトウェアの記述に線形拘束オートマトンを応用する試みも報告されている。
・本講義では，オートマトンと形式言語理論を中心に学習する。将来，最適な計算機設計や優れた応用システムの開
発を構築するときに役立つように，計算機による問題解決の考え方を身に付ける。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
ミーリー型，ムーア型順序機械について学ぶ。
有限オートマトンの状態推移表，状態推移図，最簡形について学ぶ。
非決定性有限オートマトンの部分集合構成法とε動作の除去法について学ぶ。
正則表現と有限オートマトンについて学ぶ。
言語と形式文法について学ぶ。
文脈自由文法とプッシュダウンオートマトンについて学ぶ。
文脈自由文法の簡単化について学ぶ。
文脈自由文法の標準形について学ぶ。
決定性プッシュダウンオートマトンについて学ぶ。
下降型構文解析，LL(k) 法について学ぶ。
上昇型構文解析，LR(k) 法について学ぶ。
句構造文法について学ぶ。
線形拘束オートマトンの動作と応用分野について学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：オートマトン・言語理論：富田悦次，横森　貴：森北出版：4627805500
参考書：コンパイラ：中田育男：オーム社：4274130134
参考書：計算理論の基礎　１．オートマトンと言語：Michael Sipser，太田和夫他訳：共立出版：4320122079
参考書：オートマトン・言語と計算理論：岩間一雄：コロナ社：4339018219

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
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【授業計画】（授業名：[ 情報工学特論 III]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 序論 オートマトンと形式言語
順序機械
ミーリー型からムーア型への変換
有限オートマトン

第 2 回 有限オートマトン 出力付き順序機械（認識機械）
状態推移表と状態推移図
正則言語
有限オートマトンの最簡形

第 3 回 非決定性有限オートマトン
部分集合構成法
ε動作の除去法

レポート

第 4 回 言語演算
正則表現
正則表現と有限オートマトン

第 5 回 非正則言語
演習問題

レポート

第 6 回 言語と形式文法 正則文法
字句解析

第 7 回 プッシュダウンオートマトン 文脈自由文法
プッシュダウンオートマトン
構文解析
導出木
あいまい性

第 8 回 中間試験
第 9 回 文脈自由文法の簡単化
第 10 回 文脈自由文法の標準形 レポート
第 11 回 単純決定性文法

単純決定性プッシュダウンオートマトン
第 12 回 決定性プッシュダウンオートマトン

非決定性プッシュダウンオートマトン
レポート

第 13 回 所属問題と構文解析
下降型構文解析，LL(k) 法
上昇型構文解析，LR(k) 法

第 14 回 線形拘束オートマトン 句構造文法
チューリング機械
線形拘束オートマトン
計算可能性

レポート

第 15 回 総合演習
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